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論文の概要及び判定理由 

有望なCO2回収型石炭発電技術の一つであるケミカルルーピング燃焼法の開発を進めて

いく上での重要な検討項目として、高分子炭化水素（タール）、炭素析出物および石炭中硫

黄分の挙動解明が挙げられる。本論文では、酸素キャリアとして利用するイルメナイト鉱

物がタールおよび炭素析出物の生成抑制に効果があることを明らかにしている。さらに石

炭から硫化水素として放出される硫黄分がイルメナイト鉱物の活性に及ぼす影響やイルメ

ナイト内に硫化鉄として残留する硫黄分などの挙動について解明している。これらの成果

は、問題を解決する新規性のある知見であり、技術開発に大きく貢献するものである。さ

らに学術面においても論文誌に 2報掲載され、高く評価されている。 

以上の理由から、博士（理工学）の学位に値するものと判定した。 
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